
．
、
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○
…
…
・
：
と
じ
て
お
く
と
便
利
で
す
…
…
…
○

’

垂
、
・
聡嗣

．

」
暴
縫
澱
盟
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譲
籔

磯
群

糠
　
要
求
さ
れ
る
機
敏
さ
　
雛

　
＝
九
番
の
非
常
電
話
の
ベ
ル
が
鳴
る
一
と
同
時
に

受
話
器
を
と
り
あ
げ
た
消
防
署
員
が
「
財
光
寺
十
号
線

に
交
通
事
故
発
生
救
急
車
出
動
せ
よ
」
の
指
令
を
流
す

　
待
機
し
て
い
た
署
員
が
白
衣
を
着
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

か
ぶ
り
救
急
車
を
出
動
さ
せ
る
ま
で
の
時
間
は
、
お
よ

そ
十
五
秒
。
け
た
た
ま
し
い
サ
イ
レ
ン
の
音
は
遠
く
事

故
現
場
へ
と
消
え
た
。

　
わ
た
し
た
ち
の
生
命
、
財
産
を
守
る
消
防
署
員
は
い

ま
三
十
八
名
。

「て墨

縄
犠
擁
・繁4

鍛
課
糠

義
繍
饗r、

　
且
説
き
び
し
い
訓
練
の
上
に
も
訓
練
を
重
ね
て
い

る
。
そ
れ
．
は
火
災
に
し
て
も
、
人
命
救
助
に
し
て
も
最

初
の
一
分
一
秒
を
争
う
機
敏
さ
を
要
求
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。

　
こ
と
し
に
な
っ
て
の
救
急
出
動
回
数
は
す
で
に
二
百

三
十
回
転
こ
え
、
こ
れ
も
年
ご
と
に
増
え
て
き
て
い
る

と
い
う
。
わ
た
し
た
ち
は
、
救
急
車
の
お
世
話
に
な
ら

な
い
よ
う
に
注
意
し
、
ま
た
サ
イ
レ
ン
の
音
を
聞
か
な

く
て
す
む
日
が
早
く
来
る
よ
う
願
い
た
い
も
の
で
す
。

　　　　　　　　　　　　今月の主な内容

§袋＝；｝……雷專画塾氏永駄
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1
死

「
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摯
風
、縣鴛一w四 ￥送三ツで隅．

モ
．
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2広綴ひゆうが昭和45年9月号

へ

藤井満義氏永眠前市
長の

名誉市民の称号を贈り

12日午後1時から市葬
、

　
前
市
長
の
藤
井
満
義
氏
は
、
一
日
午

後
三
時
三
十
五
分
、
宮
崎
市
の
県
立
言

崎
病
院
で
肝
臓
ガ
ン
の
た
め
、
と
わ
の

眠
り
に
っ
か
れ
ま
し
た
。
六
十
三
才
。

　
　
　
　
　
鐵

日
向
市
議
会
で
は
、
二
日
午
前
十
時

か
ら
緊
急
の
全
員
協
議
会
を
開
き
鴇
さ

ら
に
午
後
三
時
か
ら
こ
れ
を
臨
時
市
議

会
に
き
り
か
え
、
故
藤
井
満
義
氏
の
功

績
に
対
し
て
「
名
誉
市
民
」
の
称
号
追

贈
と
、
十
二
日
午
後
一
時
か
ら
富
高
小

学
校
体
育
館
で
市
葬
を
と
り
お
こ
な
う

こ
と
を
満
場
一
致
で
き
め
ま
し
た
。
、

郷
土
発
展
の
基
礎
を
つ
く
る

　
藤
井
氏
は
、
明
治
三
十
九
年
十
月
二

十
七
日
目
東
郷
町
山
陰
に
生
ま
れ
、
戦

後
も
っ
と
も
多
難
な
昭
和
二
十
二
年
四

月
に
、
官
紀
県
議
会
議
員
に
当
選
し
て

か
ら
連
続
三
期
、
十
一
年
目
わ
た
っ
て

本
県
の
発
展
に
つ
く
さ
れ
て
き
ま
し
た

馳
こ
の
間
、
県
議
会
議
長
を
は
じ
め
、

同
副
議
長
、
土
木
、
総
務
の
各
常
任
委

員
長
な
ど
、
か
ず
か
ず
の
要
職
を
歴
任

さ
れ
、
戦
後
の
困
難
な
社
会
情
勢
の
中

で
、
日
夜
県
民
の
生
活
安
定
と
地
域
社

会
の
復
旧
、
さ
ら
に
は
電
気
復
元
問
題

の
解
決
や
、
工
場
誘
致
な
ど
に
も
一
段

と
力
を
そ
そ
い
で
活
躍
さ
れ
、
本
県
発

展
に
数
多
く
の
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
鑓

　
ま
た
宮
崎
県
は
、
工
業
県
へ
脱
皮
ず

る
た
め
、
昭
和
二
十
七
年
忌
ら
日
向
市

に
大
が
か
り
な
臨
海
工
業
地
帯
の
造
成

を
は
じ
め
ま
し
た
。

　
地
元
日
向
市
で
も
、
将
来
に
向
っ
て

道
路
や
都
市
計
画
事
業
な
ど
、
産
業
基

盤
の
整
備
に
多
く
の
先
行
投
資
を
つ
づ

け
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
結
果
、
徐
々

に
赤
字
が
蓄
積
し
、
昭
和
三
十
一
年
か

ら
三
十
六
年
ま
で
の
六
力
年
間
、
財
政

9

再
建
団
体
へ
指
定
さ
れ
る
に
い

た
り
ま
し
た
。

．
し
か
し
、
三
十
四
年
、
日
向

市
長
に
就
任
す
る
と
同
時
に
、

財
政
た
て
な
お
し
に
け
ん
め
い

な
努
力
を
重
ね
、
窮
乏
の
中
で

一
年
く
り
あ
げ
て
三
十
五
年
に

再
建
を
実
現
し
、
一
方
で
は
保

育
所
の
建
設
や
老
人
ホ
ー
ム
の

設
置
、
ま
た
し
尿
処
理
場
や
ゴ

ミ
焼
却
場
の
建
設
な
ど
を
積
極

的
に
す
す
め
、
社
会
福
祉
の
向

上
と
衛
生
的
な
住
民
生
活
の
向

上
を
は
か
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
　
　
纏

　
と
ぐ
に
、
昭
和
三
十
六
年
七

月
、
地
方
の
中
核
拠
点
と
な
る

大
規
模
な
産
業
都
市
を
つ
く
り

既
成
の
大
都
市
へ
の
人
口
と
産

業
の
過
度
集
中
を
ふ
せ
ぎ
、
地

域
間
の
格
差
を
な
ぐ
す
こ
と
を
ね
ら
い

．
と
し
た
「
新
産
業
都
市
建
設
促
進
法
要

綱
案
」
が
発
表
さ
れ
る
と
、
い
ち
は
や

く
県
や
隣
接
市
町
村
に
働
き
か
け
て
二

市
二
町
四
村
で
．
「
日
向
延
岡
新
産
業
都
．

市
指
定
促
進
期
成
同
盟
」
を
結
成
し
、

自
ら
会
長
の
役
も
引
き
受
け
て
、
新
産

業
都
市
指
定
に
全
力
を
か
た
む
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
当
時
、
全
国
の
指
定
候
補
地
は
四
十

数
ヵ
所
、
こ
れ
ら
が
み
な
世
紀
の
陳
情

合
戦
で
し
の
ぎ
を
け
つ
っ
た
わ
け
で
す

が
、
藤
井
同
盟
会
長
を
中
心
に
、
全
県

的
な
運
動
へ
の
も
り
あ
が
り
が
功
を
奏

し
、
つ
い
に
三
十
九
年
一
月
、
南
九
州

開
発
の
拠
点
と
し
て
「
新
産
業
都
市
」

の
指
定
を
か
ち
え
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
は
、
広
域
市
町
村
圏
の
発
．

展
の
た
め
に
日
夜
努
力
さ
れ
る
一
方
、

工
場
誘
致
に
も
寝
食
を
わ
す
れ
て
ほ
ん

走
さ
れ
る
な
ど
、
こ
ん
に
ち
の
日
向
市

を
築
か
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
鑛

　
昭
和
三
十
八
年
一
月
に
は
、
市
庁
舎

焼
失
に
よ
る
再
建
を
、
い
ち
は
や
く
な

し
と
げ
ら
れ
、
ま
た
農
家
の
所
得
向
上

に
も
意
を
そ
そ
が
れ
ま
し
た
。

　
と
く
に
、
昭
和
三
十
六
年
に
は
、
財

政
困
難
な
と
き
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
総

工
費
一
億
七
千
五
百
万
円
で
富
島
か
ん

が
い
用
水
路
の
大
が
か
り
な
改
修
事
業

に
着
手
、
昭
和
三
十
九
年
に
は
総
延
長

　
　
　
　
　
故
人
の
主
な

＊
昭
和
十
四
年
一
月
か
ら
十
六
年
三
月
．

　
ま
で
、
宮
崎
県
職
員
。
　
　
　
　
　
　
・

＊
昭
和
二
十
二
年
四
月
か
ら
三
十
三
年

　
四
月
ま
で
、
宮
崎
県
議
会
議
員
。

そ
の
間
、
宮
崎
県
議
会
副
議
長
（
昭
和

　
二
十
九
年
五
月
か
ら
三
十
年
四
月
）

　
宮
崎
県
議
会
議
長
（
昭
和
三
十
年
五

　
月
か
ら
三
十
二
年
五
月
）
を
歴
任
。

＊
昭
和
三
十
四
年
五
月
か
ら
四
十
年
五

　
月
ま
で
、
日
向
市
長
。

そ
の
閻
、
県
道
人
吉
、
日
向
線
国
道
編

｛

写
真
は
大
勢
の
人
に
送
ら
れ
、
欧
米
視

察
の
途
に
つ
い
た
こ
ろ
の
故
人
（
2
9
年
）

七
千
㌶
の
用
水
路
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
用
水
路
は
、
い
ま
、
お
よ
そ
五

〇
〇
紛
の
農
地
へ
豊
富
な
水
を
供
給
す

る
動
脈
と
な
り
、
干
ば
つ
時
の
水
不
足

を
解
消
し
て
、
農
業
の
生
産
性
と
所
得

の
向
上
に
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
ま

す
。　

　
　
　
　
　
　
■

　
昭
和
四
十
年
に
病
気
の
た
め
に
市
長

を
辞
任
さ
れ
て
か
ら
は
、
も
っ
ぱ
ら
日

本
棋
院
日
向
支
部
長
を
つ
と
め
る
な
ど

囲
碁
、
盆
栽
、
俳
句
な
ど
多
く
の
趣
味

を
た
の
し
む
か
た
わ
ら
、
市
民
の
よ
き

相
談
相
手
と
な
り
、
豊
か
な
郷
土
づ
く

り
に
っ
と
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

公
職
歴
・

　
入
促
進
期
成
同
盟
会
長
（
昭
和
三
十

　
四
年
五
月
か
ら
四
十
年
五
月
）
。
宮

　
崎
騒
騒
旧
杵
郡
南
部
市
町
村
長
議
長

　
会
長
（
昭
和
三
十
五
年
二
月
か
ら
三

　
十
九
年
十
月
）
。
日
向
延
岡
地
域
新

　
産
業
都
市
指
定
促
進
期
成
同
盟
会
長

　
（
昭
和
三
十
八
年
五
月
か
ら
四
十
年

　
五
月
）
を
歴
任
。

＊
昭
和
四
十
三
年
三
月
か
ら
四
十
四
年

　
二
月
ま
で
、
日
向
市
総
合
計
画
審
議

　
会
委
員
。

．
予
、

探
響撒い》脇「蒔贋営賦輝｝＝
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．
鼻
．
．
．
～
こ

…　

�
獅
ﾌ
十
月
一
日
に
は
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

…　

草
ｨ
調
査
は
、
全
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
の
人
口
の
大
き
さ
や
男
女
、
年

…
齢
、
職
業
な
ど
の
構
成
を
明
ら
か
に
し
、
国
は
も
ち
ろ
ん
、
都
道
府
県
や
市
町

…
村
の
行
政
の
基
本
と
な
る
資
料
を
得
る
た
め
に
行
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。

…　

墲
ｪ
国
の
国
勢
調
査
は
、
大
正
九
年
の
第
一
回
調
査
以
来
、
・
み
な
さ
ん
の
こ

…
協
力
で
世
界
に
誇
り
得
る
立
派
な
成
果
を
お
さ
め
て
お
り
ま
す
。

…
　
こ
ん
ど
の
調
査
は
、
第
一
回
の
調
査
か
ら
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
れ

ぼ
乾
熱
藻
が
碍
譲
る
は
う
か
．
露
・
っ
紹
諸
語
憲
記
穿
四
≡

・国勢調査
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饗
．
調
査
の
ね
ら
い

　
近
年
、
わ
が
国
で
は
、
経
済
の
い
ち
．

ぢ
る
し
い
発
展
が
つ
づ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
と
も
な
い
、
人
口
の
地
域
間
の

移
動
が
は
げ
し
く
、
都
市
は
過
密
、
農

漁
村
は
過
疎
と
い
う
現
象
で
特
徴
づ
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
市
町
村
の
人
口
の
大

き
さ
や
構
成
は
非
常
に
か
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。
・

　
こ
の
過
密
過
疎
対
策
の
ほ
か
、
地
域

計
画
、
住
宅
計
画
、
道
路
計
画
、
社
会

福
祉
、
青
少
年
対
策
、
老
人
対
策
な
ど

の
諸
施
策
を
き
め
こ
ま
か
く
行
な
う
た

め
に
は
、
全
国
は
も
ち
ろ
ん
、
都
道
府

県
、
市
町
村
ご
と
の
人
口
の
大
き
さ
や

構
成
に
つ
い
て
、
も
っ
と
も
新
ら
し
い

資
料
が
ぜ
ひ
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
こ
ん
ど
の
調
査
で
は
、
・

い
ま
ま
で
の
調
査
事
項
に
加
え
て
、
こ

の
よ
う
な
点
に
重
点
を
お
い
て
調
査
し

ま
た
地
域
別
に
も
、
く
わ
し
く
よ
り
正

確
な
統
計
を
豊
富
に
作
成
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

．
篠
調
査
事
項

　
各
世
帯
ご
と
に
、
そ
の
世
帯
に
住
む

す
べ
て
の
人
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
こ
と

が
ら
を
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
く

い
わ
ゆ
る
「
申
告
」
の
方
法
で
調
査
を

す
す
め
ま
す
。

①
氏
名
　
　
②
世
帯
主
と
の
続
柄

③
男
女
の
別
　
　
④
更
生
年
月
日

⑤
国
籍
　
　
⑥
配
偶
の
関
係
（
結
婚
し

て
い
る
か
ど
う
か
の
別
）
　
　
⑦
結
婚

年
数
　
　
⑧
い
ま
ま
で
に
生
ん
だ
子
ど
、

も
の
数
　
　
⑨
現
住
居
に
入
居
し
た
時

期
　
　
⑩
前
住
地
、
　
⑪
教
育
（
在
学

か
否
か
の
別
、
在
学
ま
た
は
最
終
卒
業

学
校
の
種
類
）
　
、
⑫
仕
事
を
し
た
か

の
別
　
　
⑱
従
業
上
の
地
位
（
雇
用
者

業
主
の
別
）
　
　
⑭
勤
め
先
、
　
（
業
主

な
ど
の
名
称
お
よ
び
事
業
の
種
類
）
・
．

⑮
本
人
の
仕
事
の
種
類
　
　
⑯
従
業
地

ま
た
は
通
学
地
　
　
⑰
従
業
地
ま
た
は

通
学
地
ま
で
の
利
用
交
通
手
段
　
　
⑱

世
帯
の
種
類
　
　
⑲
住
居
の
種
類
（
持

ち
家
、
借
家
な
ど
の
別
）
　
　
⑳
住
宅

の
居
住
室
数
　
　
⑳
居
住
室
の
畳
数

　
⑫
家
計
の
収
入
の
種
類
。

雛
調
査
の
方
法

　
国
勢
調
査
で
は
人
口
を
も
れ
な
く
、

ま
た
重
複
す
る
こ
と
な
く
調
査
す
る
た

め
に
、
全
国
に
わ
た
っ
て
約
五
十
七
万

（
県
内
六
千
、
‘
日
向
市
内
二
百
五
十

二
）
の
調
査
区
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す

国
勢
調
査
員
は
、
こ
の
調
査
区
を
ひ
ど

つ
づ
つ
受
け
持
ち
調
査
に
あ
た
り
ま
す

＊
調
査
票
の
配
布
は

　
調
査
員
は
九
月
二
十
四
日
か
ら
三
十

日
ま
で
の
間
に
、
受
け
持
ち
調
査
区
の

各
世
帯
に
「
調
査
票
」
と
そ
の
「
記
入

例
」
を
く
ば
い
、
み
な
さ
ん
に
記
入
を

お
願
い
し
て
ま
わ
り
ま
す
。

　
こ
の
調
査
票
は
あ
く
ま
で
十
月
一
日

現
在
の
状
況
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
、

’

仕
事
を
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
九

月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
目
で
の
一
週

・
間
の
事
実
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す

＊
襯
査
票
の
回
収
は

　
十
月
一
月
か
ら
五
日
ま
で
の
間
に
、

調
査
員
は
も
う
一
度
各
世
帯
を
た
ず
ね

て
、
み
な
さ
ん
か
ら
記
入
し
て
い
た
だ

　
い
た
調
査
票
を
集
め
、
そ
の
内
容
を
検

査
し
ま
す
。

置
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交通対策

　
こ
れ
ら
の
調
査
票
は
市
町
村
か
ら
都

道
府
県
を
通
じ
て
総
理
府
統
計
局
に
あ

つ
め
ら
れ
、
大
型
の
電
子
計
算
機
で
全

国
の
調
査
結
果
が
集
計
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
調
査
票
の
配
布
か
ら

回
収
ま
で
が
十
二
日
間
乏
、
調
査
期
間

が
ご
く
短
期
間
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
よ
り
正
確
な
調
査
票
が
よ
り
早
く

回
収
で
き
る
よ
う
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

雛
調
査
結
果
は

　
国
勢
調
査
の
結
果
は
、
い
ろ
い
ろ
な

分
野
で
、
非
常
に
広
範
囲
に
わ
た
っ
て

利
用
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
内
、
主
な
も

の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
　
（
今
回
の

調
査
の
結
果
の
う
ち
、
全
国
、
都
道
府

県
、
市
町
村
別
の
人
口
の
速
報
は
、
こ

と
し
の
十
二
月
中
に
公
表
さ
れ
ま
す
。
）

レ
▼
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、
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雇用対策

夏
休
み
が
終
っ
て

　
二
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。
．

　
し
か
し
、
例
年
九
月
は
、
長
い
休
み

を
契
機
に
、
か
え
っ
て
非
行
化
す
る
よ

う
な
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
二
学
期
に
な
っ
て
も
不
規
則
で
不
健

全
な
生
活
か
ら
な
か
な
か
ぬ
け
だ
せ
ず

遅
刻
、
早
退
、
怠
学
、
さ
ら
に
盛
り
場

へ
の
出
入
り
な
ど
を
く
り
か
え
し
、
非

行
性
を
深
め
て
い
く
よ
う
な
ケ
ー
ス
や

単
純
な
遊
び
仲
間
か
ら
お
互
い
の
結
び

つ
き
・
の
強
い
非
行
的
グ
ル
ー
プ
に
ま
で

発
展
し
て
い
く
よ
う
な
例
も
か
な
り
見

う
け
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
少
年
た
ち
の
非
行
化
を

防
止
す
る
に
は
、
な
る
べ
く
早
期
に
、
・

そ
の
非
行
化
の
き
ざ
し
を
発
見
し
、
こ

れ
に
対
す
る
適
切
な
指
導
を
行
な
う
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
非
行
や
不
良
行

為
を
防
ぐ
た
め
に
、
保
護
者
を
中
心
と

し
て
、
次
の
点
に
十
分
な
注
意
を
願
い

ま
す
。

　
一
、
一
日
も
早
く
不
規
則
な
生
活
を
や

め
さ
せ
緊
張
感
を
と
り
も
、
ど
さ
せ
る
よ
、

う
に
す
る
。

二
、
学
校
か
ら
の
帰
宅
時
間
が
不
凝
則

に
な
る
な
ど
、
不
審
な
点
が
み
ち
れ
る

と
き
は
、
そ
の
原
因
を
確
か
め
、
子
ど
・

も
の
日
常
生
活
に
も
十
分
注
意
す
る
。

三
、
夏
休
み
申
に
新
し
い
友
だ
ち
が
で

き
た
よ
う
な
と
き
は
、
．
自
宅
へ
呼
ん
で

紹
介
さ
せ
る
な
ど
、
保
護
者
自
身
も
そ

の
友
だ
ち
を
よ
く
知
っ
て
お
き
、
よ
い

友
人
関
係
を
つ
く
る
よ
う
に
す
る
。
・
．
．

四
、
子
ど
も
が
外
出
、
外
泊
す
る
と
き

，
は
、
十
分
気
を
配
り
、
行
き
先
や
帰
宅
．

時
間
な
ど
を
確
か
め
て
守
ら
せ
る
よ
．
う
「

に
す
る
。

六
、
子
ど
も
の
問
題
で
な
や
み
ご
と
や

心
配
ご
と
が
あ
る
と
き
は
、
学
校
の
先

生
や
家
庭
児
童
相
談
等
に
相
談
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
【
．
y

　　

@　

@　

@　

@
　
　
裁
譲
縫



」「蓬

ハヂ

、
　
、

，

亀

、
』
「

欝欝ひゆうが

証
鳳

　
三
し

　
〃
公
害
”
と
い
う
こ
の
二
字
が
、
新
聞
に
活
字
と
し
て
載
っ
て
い
な
い
日
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
交
通
事
故
。
チ
ク
ロ
入
り
や
漂
白
、
着
色
さ
れ
た
有
害
食
品
な
ど
。

　
た
し
か
に
こ
れ
ら
の
問
題
が
、
徐
じ
よ
に
わ
た
く
し
た
ち
の
日
常
生
活
を
お

び
や
か
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
か
く
せ
な
い
事
実
で
す
。

　
A
「
月
は
、
奥
さ
ん
た
ち
の
目
が
、
こ
の
問
題
を
ど
の
よ
う
な
角
度
で
と
ら

え
（
ま
た
ど
う
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
、
八
人
の
方
に
話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
　
（
敬
称
略
）

〈お話しされた方〉

丸
岡
　
花
子
さ
ん
（
中
原
・
三
才
）

後
藤
マ
ツ
子
さ
ん
（
高
砂
・
3
9
才
）

村
田
愛
子
さ
ん
（
花
ケ
丘
・
侶
才
）

小
西
美
代
子
さ
ん
（
北
町
・
4
9
才
）

河
根
マ
サ
子
さ
ん
（
上
町
・
4
3
才
）

山
下
フ
ミ
エ
さ
ん
（
上
町
　
5
7
才
）

岩
切
　
秋
子
さ
ん
（
松
原
・
錦
才
）

林
　
　
ハ
ナ
さ
ん
（
北
町
・
4
9
才
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
順
不
同

「

9

村
田
さ
ん

一一

昭和45年9月号

有害食品公害『交通

〔
司
会
〕
暑
い
と
こ
ろ
を
お
集
り
い
た

　
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
方
は
生
活
学
校
に
学

ぶ
奥
さ
ん
た
ち
と
し
て
、
い
わ
ば
市
内

の
奥
さ
ん
た
ち
の
先
頭
に
立
た
れ
る
方

で
す
が
、
き
ょ
う
は
主
婦
の
目
か
ら
み

て
、
現
在
の
公
害
問
題
、
交
通
戦
争
、

有
害
食
品
問
題
と
い
っ
た
も
の
に
つ
い

て
、
ど
ん
な
お
考
え
を
お
持
ち
な
の
か

ひ
と
つ
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か

〔
丸
岡
〕
こ
れ
は
公
害
と
い
え
る
か
ど

　
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
工
事
を
行

な
っ
た
後
の
あ
と
始
末
の
問
題
で
す
。

　
日
向
市
は
発
展
途
上
の
町
で
す
か
ら

い
た
る
と
こ
ろ
で
工
事
が
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
の
あ
と
始
末
が
遅
々

と
し
て
進
ま
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
一
例
を
と
り
ま
す
と
、
中
原
地

区
の
国
道
人
吉
日
向
線
を
横
断
し
て
水

道
管
を
埋
設
し
た
あ
と
の
、
路
面
復
旧

で
す
が
、
い
ま
だ
に
な
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
雨
が
降
る
と
水
溜
り
が
で
き
、
交

通
事
故
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
う
し
た
例
は
、
公
共
事
業
だ
け
で
な

く
民
間
事
業
で
も
同
じ
で
、
宅
地
造
成

の
残
土
は
る
の
ま
ま
、
改
築
後
の
古
材

が
道
路
上
に
放
り
だ
し
て
あ
っ
た
り
し

て
、
ほ
ん
と
に
危
険
を
感
じ
ま
す
。

管
理
者
、
所
有
者
、
施
工
者
が
お
互
い

注
意
し
て
〃
工
事
完
成
は
最
後
の
あ
と

始
末
ま
で
〃
と
い
う
観
念
で
工
事
を
進

め
て
欲
し
い
で
す
ね
。

〔
司
会
〕
ほ
か
に
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

〔
小
西
〕
こ
れ
は
畜
産
公
害
で
し
ょ
う

が
、
豚
に
は
ほ
と
ほ
と
悩
ま
さ
れ
ま
す

近
所
に
豚
を
飼
っ
て
い
る
う
ち
が
あ
る

ん
で
す
。
西
風
の
た
び
に
そ
の
臭
い
が

家
の
中
ま
で
流
れ
て
き
て
、
食
事
ど
き

に
は
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
お
隣
り
の
人
は
、
い
つ
も
窓
を
し
め

切
っ
て
い
て
、
そ
の
た
め
に
こ
と
し
の

夏
は
無
理
し
て
で
も
と
ク
ー
ラ
ー
を
買

っ
た
ほ
ど
で
す
。
ハ
エ
も
多
く
な
り
ま

す
し
ね
。

　
行
政
的
な
指
導
で
解
決
の
み
ち
は
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。

、〔

i
会
〕
こ
ん
ど
県
か
ら
、
市
街
地
と

　
美
々
津
、
平
岩
、
富
高
の
一
部
の
区

域
が
「
へ
い
獣
処
理
場
等
に
関
す
る
法

律
」
の
適
用
を
受
け
る
地
域
と
し
て
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
指
定
さ
れ
た
区
域
で
は
、
牛
、
馬
、

豚
の
飼
育
は
一
頭
ま
で
と
制
限
し
て
あ

り
、
そ
れ
以
上
は
保
健
所
に
届
け
で
て

許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
で
す
か
ら
、
こ
ん
ご
は
そ
う
い
っ
た

点
で
は
幾
分
か
問
題
が
解
決
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

〔
村
田
〕
わ
た
し
は
団
地
に
住
ん
で
い

ま
す
が
、
宅
地
造
成
も
終
っ
て
、
最
近

で
は
、
ぽ
つ
ぽ
つ
家
も
建
ち
は
じ
め
た

と
い
う
の
に
、
造
成
当
時
ブ
ル
ド
ー
ザ

ー
が
通
っ
て
、
デ
コ
ボ
コ
に
な
っ
た
道

が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
通
学
道
路
は
や
む
な
く
整
理
さ
れ
ま

し
た
が
、
こ
の
道
路
は
そ
の
ま
ま
で
、

雨
の
日
は
ど
ろ
ん
こ
道
に
な
り
、
天
気

の
日
で
も
こ
の
道
路
だ
け
は
雨
靴
を
は

か
な
け
れ
ば
通
ら
れ
な
い
有
様
で
す
。

　
市
の
道
で
す
か
ら
市
か
、
宅
地
造
成

さ
れ
た
人
た
ち
が
良
心
的
に
復
旧
さ
れ

る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
ん
で
す
が
、
い

ま
だ
に
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

霧
黙
っ
て
い
て
は
解
決
し
な
い

〔
葛
根
〕
わ
た
し
の
場
合
は
騒
音
公
害

　
の
ほ
う
で
す
。

　
わ
た
し
の
す
ぐ
隣
り
に
酒
を
飲
ん
で

は
深
夜
に
大
き
く
ス
テ
レ
オ
を
か
け
る

方
が
い
た
ん
で
す
。
も
ち
ろ
ん
深
夜
で

す
か
ら
安
眠
防
害
に
な
り
ま
す
の
で
、

派
出
署
に
そ
の
旨
電
話
し
ま
し
た
。

警
察
の
方
が
す
ぐ
み
え
ら
れ
て
、
こ
う

い
つ
た
と
き
は
い
つ
で
も
電
話
く
だ
さ

い
、
い
つ
で
も
出
向
い
て
注
意
し
ま
す

か
ら
…
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

わ
た
し
は
そ
の
後
、
ス
テ
レ
オ
が
鳴
り

だ
す
た
び
に
電
話
し
て
警
察
の
方
に
き

て
も
ら
っ
た
ん
で
す
が
…
そ
の
男
の
人

に
は
わ
た
し
が
悪
者
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
や
は
り
こ
う
い
つ
た
問
題

は
だ
ま
っ
て
い
て
は
、
い
つ
ま
で
た
っ

て
も
解
決
で
き
な
い
問
題
で
す
か
ら
ね

　
と
く
に
工
場
の
騒
音
な
ど
言
わ
な
き

や
改
善
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
で
き
れ
ば

関
係
機
関
を
通
じ
て
ね
。

岩
切
さ
ん

丸
岡
さ
ん

林
さ
．
ん

く：≡i噛響罫竃㌻軍三窪　．
」
　
．

塾

霧
利
用
し
て
欲
し
い
市
役
所
．
の
窓
ロ

　
　
　
〔
司
会
〕
市
役
所
に
も
、
そ
う
し
た
面

　
　
　
の
窓
口
で
あ
る
生
活
．
相
談
係
が
あ
る
こ

号　
　
と
で
す
し
、
大
い
に
利
用
し
て
く
だ
さ

月
　
　
　
い
。

　年
‘
〔
村
田
〕
そ
れ
か
ら
単
車
や
自
動
車
の
．

45

@
　
爆
発
音
も
ひ
ど
い
で
す
よ
、
最
近
の

轟
朧
樽
論
調
犠

　
　
き
な
い
は
ず
で
す
よ
。

　
　
　
〔
山
下
〕
わ
た
し
も
感
じ
ま
す
ね
、
消

　
　
　
音
器
を
わ
ざ
と
あ
の
よ
う
に
改
善
し

　
　
　
て
い
る
ん
だ
そ
う
で
す
よ
。
高
い
金
を

　
　
　
か
け
て
悪
い
方
へ
何
も
改
善
し
な
く
て

　
　
も
ね
一
。
警
察
で
も
取
締
り
は
で
き
な

　
　
　
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
〔
後
藤
〕
こ
う
い
つ
た
も
ろ
も
ろ
の
公

　
　
　
害
を
、
ど
こ
に
相
談
し
て
い
っ
て
よ

　
　
　
い
か
わ
か
ら
な
い
方
も
た
く
さ
ん
い
ら

　
　
　
っ
し
ゃ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
。

　
　
．
そ
れ
が
た
め
に
我
慢
に
我
慢
を
重
ね
て

　
　
　
い
る
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

　
　
思
い
ま
す
。

　
　
　
〔
司
会
〕
そ
う
い
っ
た
点
で
し
た
ら
、

　
　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
市
民
生
活
課
内
に

　
　
相
談
の
窓
口
が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
…

　
　
　
　
で
も
取
締
り
的
な
窓
口
で
は
あ
り
ま
．

、
　
　
せ
ん
し
、
申
し
出
て
も
解
決
ま
で
に
時

　
　
間
が
か
か
る
と
い
っ
た
よ
う
な
悩
み
は

　
　
　
あ
り
ま
す
ね
。

　
　
　
　
　
犬
猫
条
例
は
…

　
　
　
〔
山
下
〕
と
こ
ろ
で
話
し
は
変
り
ま
す

が
　
　
が
、
野
犬
が
最
近
非
常
に
多
く
な
つ

う
　
て
困
っ
て
い
ま
す
。
野
菜
畑
は
群
れ
で

ゆ
　
荒
さ
れ
る
し
、
ゴ
ミ
箱
は
散
ら
か
す
し

ひ
　
中
に
は
首
輪
を
は
め
た
放
し
飼
い
の
犬

鞭
も
い
ま
す
。

広
〔
岩
切
〕
犬
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ

　
　
　
　
の
ら
猫
の
被
害
も
相
当
な
も
の
で
す
・

　
　
　
魚
は
と
る
し
…
。
一
度
保
健
所
に
申
し

5
　
　
で
て
、
犬
ば
か
り
で
な
く
猫
も
捕
か
く

し
て
く
だ
さ
い
と
申
し
込
ん
だ
ん
で
す

が
〃
猫
は
ち
ょ
っ
と
ね
一
〃
と
い
う
返

事
で
し
た
。

　
い
ま
の
「
犬
取
締
り
条
例
」
を
「
犬

猫
取
締
り
条
例
」
に
か
え
た
ら
ど
う
で

し
ょ
う
か
…
（
笑
い
）

〔
司
会
〕
こ
れ
は
、
飼
主
の
モ
ラ
ル
の

　
問
題
と
思
い
ま
す
。
子
犬
を
野
山
に

捨
て
れ
ば
野
犬
に
な
る
こ
と
は
わ
か
っ

て
い
ま
す
し
、
放
し
飼
い
す
れ
ば
人
に

危
害
を
加
え
ま
す
。
犬
取
締
り
条
例
で

も
〃
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
飼
う
〃
こ
と

　と

　に
難か
欲く

レ
▼
ー

ノし
い

〔
司
会
〕
こ
こ
ら
あ
た
り
で
交
通
事
故

　
問
題
に
的
を
し
ぼ
っ
て
、
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

〔
河
童
〕
市
役
所
前
か
ら
江
川
石
油
店

ま
で
の
通
り
の
全
面
班
車
禁
止
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
か
。
片
側
に
駐
車
の
車
が

ぴ
つ
し
り
で
、
大
型
バ
ス
が
通
る
と
き

に
は
自
転
車
乗
り
は
い
ち
い
ち
降
り
て

駐
車
中
の
自
動
車
の
間
に
退
避
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
有
様
で
す
。

〔
林
〕
宮
交
か
ら
富
小
に
通
ず
る
あ
た

り
の
裏
通
り
の
駐
車
禁
止
も
考
え
る
時

点
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
状
で
は

消
防
車
、
救
急
車
も
乗
入
れ
で
き
な
い
．

有
様
で
す
か
ら
、
非
常
の
時
が
心
配
で

す
ね
。〔

小
西
〕
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
の
気

持
ち
も
わ
か
る
ん
で
す
よ
。
駐
車
場
が

な
く
て
困
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
…
ね

〔
後
藤
〕
も
う
こ
こ
ら
で
、
こ
う
し
た

．
問
題
を
一
挙
に
解
決
す
る
た
め
に
大

規
模
な
公
的
駐
車
場
を
建
設
し
て
も
よ

い
時
機
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

嶋

に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
。

〔
岩
切
〕
自
分
の
う
ち
で
飼
っ
て
い
る

　
犬
は
可
愛
い
い
で
す
か
ら
保
健
所
に

だ
さ
ず
に
し
ぜ
ん
と
野
山
に
逃
が
す
、

ま
た
う
ち
の
犬
は
お
と
な
し
く
て
人
に

は
危
害
を
与
え
ま
せ
ん
と
い
っ
て
放
し

飼
い
を
す
る
。
で
も
畜
生
で
す
か
ら
ね

い
つ
危
害
を
加
え
る
か
も
わ
か
り
ま
せ

ん
。
や
は
り
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

必
ず
守
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

〔
林
∪
そ
れ
か
ら
野
犬
狩
り
は
抜
き
打

　
ち
に
し
て
く
だ
さ
い
。
で
な
い
と
通

知
し
た
期
間
だ
け
つ
な
い
で
、
そ
れ
が

ず
む
と
ま
た
放
し
飼
い
．
す
る
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
か
ら
。

ル
を
守
る

公
営
駐
車
場

〔
司
会
〕
交
通
事
故
対
策
の
名
案
と
い

　
つ
た
も
の
は
…
。

〔
丸
岡
〕
や
は
り
基
本
的
に
は
、
交
通

　
ル
ー
ル
を
み
ん
な
が
守
る
と
い
う
一

語
に
つ
き
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
守

ら
れ
な
け
れ
ば
、
ど
ん
な
名
案
が
あ
っ

　
　
　
獲
　
．

〔
司
会
〕
と
こ
ろ
で
み
な
さ
ん
は
、
生

　
活
学
校
で
食
品
公
害
と
い
え
る
有
害

食
品
に
つ
い
て
勉
強
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
す
が
…
。

〔
丸
岡
〕
食
品
製
造
業
者
の
雇
用
者
に

　
対
す
る
衛
生
教
育
を
も
っ
と
行
な
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
製
品
を
配
達

す
る
人
の
手
は
天
ぷ
ら
を
握
る
手
も
、

バ
ン
ド
ル
を
握
る
手
も
、
ま
た
立
小
便

を
す
る
手
も
同
じ
で
す
か
ら
、
専
用
の

手
袋
や
、
消
毒
用
の
タ
オ
ル
を
用
意
す

る
と
か
ね
、
い
く
ら
衛
生
的
な
食
品
を

製
造
し
て
も
、
こ
れ
で
は
何
ん
に
も
な

り
ま
せ
ん
か
ら
…
。

〔
岩
堺
〕
ま
だ
チ
ク
ロ
入
り
の
食
品
が

た
く
さ
ん
出
回
っ
て
い
ま
す
。
チ
ク
ロ

て
も
事
故
は
減
り
ま
せ
ん
よ
。

〔
岩
切
〕
車
に
乗
っ
て
み
る
と
歩
行
者

の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
め
だ
ち
、
歩
行
者

に
な
っ
て
み
る
と
運
転
車
の
マ
ナ
ー
の

悪
さ
が
め
だ
つ
し
、
標
語
に
も
あ
る
よ

う
に
、
や
は
り
譲
り
合
い
の
心
で
す
ね

〔
村
田
〕
わ
た
し
の
う
ち
の
主
人
は
、

　
い
つ
も
〃
だ
ろ
う
な
あ
一
〃
と
い
う

気
持
ち
で
車
を
運
転
し
た
り
、
道
路
を

横
断
し
た
り
す
る
な
、
と
い
い
ま
す
。

あ
の
車
は
と
ま
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
な

あ
一
、
と
い
う
ん
で
な
く
、
必
ず
手
を

あ
げ
て
と
ま
る
の
を
確
か
め
て
横
断
せ

よ
、
と
い
う
ん
で
す
。
な
る
ほ
ど
な
一

と
感
心
し
ま
し
た
。

〔
林
〕
で
も
子
ど
も
は
よ
く
手
を
あ
げ

　
る
け
ど
、
お
と
な
は
あ
ま
り
上
げ
ま

せ
ん
ね
。
子
ど
も
を
見
習
わ
な
く
て
は

な
ら
な
い
点
も
確
か
に
あ
り
ま
す
。

〔
河
根
〕
だ
か
ら
わ
た
し
も
よ
く
い
う

ん
で
す
よ
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
横
断
歩
道
を

渡
ら
な
い
と
、
事
故
に
あ
っ
て
も
、
も

ら
う
も
の
が
も
ら
え
ん
と
よ
と
（
笑
い
）

〔
後
藤
〕
そ
れ
か
ら
免
許
証
を
持
っ
て

　
い
な
い
一
般
市
民
の
交
通
教
室
と
い

っ
た
よ
う
な
の
も
欲
し
い
で
す
ね
。

ま
だ
あ
ま
い
消
費
者
の
目

と
標
示
す
れ
ば
売
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
サ

イ
ク
ラ
ミ
ン
酸
添
加
と
標
示
し
て
あ
り

ま
す
ね
。
サ
イ
ク
ラ
ミ
ン
酸
と
チ
ク
ロ

は
同
じ
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
方
が

多
い
ん
で
は
な
い
で
す
か
。
安
い
と
い

う
こ
と
で
よ
く
売
れ
て
い
ま
す
か
ら
…

〔
小
西
〕
知
っ
て
い
て
も
、
あ
き
ら
め

て
買
っ
て
い
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
ね

〔
山
下
〕
ま
だ
消
費
者
の
目
が
あ
ま
い

　
と
い
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か

〔
司
会
〕
き
ょ
う
は
長
．
時
間
貴
重
な
ご

　
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

み
な
き
ん
が
公
害
や
食
品
衛
生
に
つ
い

て
勉
強
し
な
く
て
も
、
安
心
し
て
品
物

が
買
え
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
時
代
に

早
く
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

河
根
さ
ん

山
下
さ
ん

後
藤
さ
ん
、

小
西
さ
ん

、

｝≒．
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第
三
日
曜
日

め　健　　iう’を　年よ　康　　　　　立　間一う　を　　；　　て　計

@　高　1　よ画

う　反一
@省年
@し　間
@よ　を

う　本

@を
@読
@も

う　に　ス

@親　ポ
@し　1
@も　ツ

た　老
增@人
�@を
､　い

テ
1
マ

こなでく
ｹい話ふ一
髏lしう年
謔ｪ合す間
､あいるを
ｦたまこふ
ﾍたしとり
ｵかよはか
ﾜいうなえ
ｵ年　。いつ
譁魔ﾜかて
､年た　”
B始恵みも

@をまんう
@すれなと

分こおを
ﾔまと読燈
ﾇなな、む火
魔｢は習に
ﾈこ　’慣親
ﾇとよをし
｢でくつむ
ｩすなく季
ｪ　。いり節
ﾅ親本まで
ｵとをしすよ子家よ　。

､のにうよ。二持　oい

@十ち　　本

ま困を
ｵ難考家よにえ族

､も　’が。たスそ

@えポろ
@ぬ　1　つ
@く　ツて
@根でで
@性身き
@つ体る
@くをス
@りきポ
@をた　1
@しえツ　　、

ははまね
｢　、し心お
ｩ近よのじ
ｪ所うこい
ﾅの　oもさ
ｵお祖つんよと父た　’

､
し
母
贈
お
．
紹
礪
　
を
な
．
の
さ
　
た
い
を
ん
　
ず
家
い
を
　
ね
庭
た
た
　
て
で
し
ず

ね
ら
い

＊　＊　＊　＊　1　＊＊＊＊＊
齔S入居’i礼お明一家こ
Eの学事職降る三族と
@　　　1　をい問のしの健試の

S康二二i　上家の協の
ｾ　　のろ　｝　え庭国力抱　　　　i　た　画　負　　心し

｠『レ乱

＊＊＊＊　　＊
∮~年わいお
搦R霧が方金
Iのた家　の
ﾈ噛すのFじ
ｭ山け防　さ　　あ火　つらし　い対　ず『方　　策．な　　　　使

＊＊＊＊
d．余財読、事臨く書・

ﾌのこの
Sすと心
ｪごのが
ﾜし尊ま
ｦ方さえ

＊＊＊＊
X交旅目ポ通のの

P道工健ツ徳チ康と　　ケ

w　　ツ
K　　ト

@　　一

＊　　＊＊
�wなと
wぶく　し
冝@　なよ
ﾌ　　つり
S　　たの
ｪ　　口話
ﾜ　　父を
ｦ　　母語
@　にく　　　o

話
し
合
い

8

構い
ｵつ
№ｵ
｢よ
ﾜに
ｵ楽＼

謔ｵ

､み

@　　第　一「　　＝

ｹ
．
の
で
　
す
日
あ
人
　
o
明
と
る
間
　
　
る
し
家
形
　
　
い
て
庭
成
　
性
’
を
の
　
格
ま
よ
場
　
の
た
り
　
’
　
子
青
楽
い
　
　
ど
少
し
こ
　
も
年
く
い
　
は
を
す
の
　
　
・
講
累
昏
豪
塁
蓬
て
だ
教
　
で
る
ん
育
　
育
た
ら
の
　
　
ち
め
ん
場
　
　
ま
　
　
　
1
を
計
　
　
日
の
す
画
あ
一
話
す
を
な
に
し
め
．
た
た
な
合
．
る
て
の
つ
い
よ
　
’
う
て
の
う
そ
ち
い
日
に
れ
で
ま
と
し
に
も
す
し
た
そ
　
、
。
て
ら
つ
年
　
　
、
い
た
間
　
第
か
豊
を
　
三
霧
穆
日
し
家
て
　
曜
よ
庭
’
　
日
う
環
家
　
は
’
●
境
庭
　
一
　
つ
の
　
家
　
く
日
　
庭
　
り
の
　
の

15日　　　　　　　　　　　　　　　　　雌…箪　　繊駅験

■匝■匿　　6　　　5　（■唖4塑■●　3ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十

n18日鷺。日藪認6日瞬18艮21，　　　　　　　　　，
第
三
日
曜
日

の祖　　　う’をす夏

ii茎鶏
う　切　時

@に　聞
@し　を
@よ　大

し　自　　　1　う　　し　家・1　　よ　夢
ﾚiε馴　う書　　　1　　よ美　1　　　て　親　　　　　　　　旨 テ

1
マ

．　　　　　　1
@　　　　i健よの楽弓まよせき

C
堀
辰
潮
嵐
労
し
の
ま
先
統
に
1
増
ま
設
安
み
赫
錺
認
進
た
計
全
に
よ
夏
休
や
習
ん
う
休
み
ま
に
で
。
み
も
う
つ
祖
　
事
終
心
い
先
　
画
り
を
て
の
　
の
に
育
関
お
　
実
近
て
心
話
　
施
づ
ま
を
を
　
の
き
し
ょ
聞
　
層

に海をには

Z
墨
1
ま
家
話
た
す
し
族
し
め
　
。
よ
で
合
　
’
夏
う
で
い
夏
休
。
か
ま
休
み
　
け
し
み
を
＊
＊
＊
＊
＊
　
　
　
ρ
テ
旅
一
心
夏
レ
の
学
出
休
ビ
エ
期
時
み
の
チ
の
の
の
見
ケ
反
き
一
方
ッ
省
ま
画
・
　
ト
　
　
り

会正時
№ｵ間六
ﾌいを月
梵ｶ大十
ﾔ活切日
ﾍをには
Kおし一
ﾜ～遂もまく記

ﾜより日
ｵう　、L
諱@o規で
､　　律す。　　　　　　　　　　　o

　　　　な子情な
@　　　どど操わ気

ト
く
な
作
ま
　
1
か
で
業
し
花
ざ
話
の
よ
の
り
し
分
う
季
ま
合
担
　
o
節
し
い
に
　
　
で
占
　
、
つ
　
　
す
う
わ
い
　
　
。
o
が
て
　
　
花
重
三
i
　
を
族
　
　
つ
1
　
翫
～
1

しずたま
∠^せし奇いのるよ学

ﾜ実とうや
ｵ現・と　。進よをも未級うはに来　’oか　、に就

@る常明職　よにる　’

@う努い卒
@田力希業
@族を望を
@で忘を祝
@零れもい

ね
ら
い

一＊＊＊　　＊

ﾄ水旧く戦
x配先　　争
ﾝやを　　申
ﾌ登語　　の
ｽ山る　　苦
ﾈに　　　し
D3　蓼1　て　馴

＊＊＊＊＊
ｩ家づ父時
ﾌ庭ゆの間
ﾙのどしの
ｱ穿きご大
闃Qのと切
ﾉ予衛　　さ
ﾂ門生
｢
て

＊＊＊＊＊・
ｫ交仕休憲
ﾌ通事日法
ﾇ安とのに
ｭ全家すつ
ﾈ　　事ごい
q　・のして
ﾇ　　分方．焉
@
　
担
た
ち

＊＊＊＊＊
�ｱわ赤土
ﾊずが思事のか家予の

ｫいの防分
ﾜのきと担
闔gま手．と
@いり洗貴
@方　　い任
P

＊＊＊＊＊
墲寛賜j子たた験女ど

ｵしにのものの失交の

�O三際夢
ﾝ塾し　　を
@　た　　聞
@　ら　　く

話
し
合
い

●

ー
イ

’

一
…
　
　
：
二
～
～
ご
灯
、
．
∵
宕

．

ゑ　，」ハρ

響

．
、
ー
ー
ー
ー
P
－
－
、
一
、
生
4
謹
∴
．
、
続
叙
辱
ド
重
三
，
｝
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衛
　
生

害
　
虫

越
冬
ま
え
に
退
治

ト

「昌

曳

地
区
ぐ
る
み
で
秋
の
大
そ
う
じ
を
．

　
朝
夕
す
ず
し
い
風
が
ふ
き
は
じ
め
ま

す
と
、
ハ
エ
・
カ
・
な
ど
が
冬
ご
も
り

の
準
備
を
は
じ
め
ま
す
。

　
市
衛
生
課
で
は
、
、
こ
れ
ら
の
害
虫
を

越
冬
ま
え
に
退
治
し
て
、
暮
ら
し
よ
い

環
境
づ
く
り
を
す
す
め
よ
う
と
、
つ
ぎ

の
と
お
り
「
秋
の
嘱
せ
い
清
掃
」
を
計

画
し
ま
し
た
。

＊
実
施
期
間
　
十
月
一
日
か
ら
三
十
一

　
日
ま
で
の
一
ヵ
月
間
。

＊
実
施
要
領

イ
、
晴
天
の
日
を
選
ん
で
区
・
班
単
位

　
で
室
内
外
の
清
掃
と
あ
わ
せ
、
て
殺
虫

　
剤
を
散
布
す
る
。

ロ
、
炊
事
場
、
ゴ
ミ
た
め
、
便
所
、
下

　
水
溝
な
ど
汚
物
の
で
や
す
い
場
所
の

　
清
掃
と
消
毒
を
す
る
。

ハ
、
清
掃
に
よ
っ
て
で
た
床
下
の
「
ゴ

　
ミ
」
な
ど
は
、
一
ヵ
所
に
集
め
て
焼

却
す
る
。

二
、
期
間
中
に
使
用
さ
れ
る
粉
剤
、
乳

　
剤
な
ど
の
殺
虫
、
防
疫
薬
剤
は
市
で

　
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。
ま
た
半
額
は
市

　
で
負
担
し
ま
す
か
ら
衛
生
課
ま
で
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
た
だ
し
期
間

　
中
区
・
日
ご
と
の
集
団
の
場
合
に
限

　
り
ま
す
）

ホ
、
春
の
大
掃
除
を
実
施
レ
て
い
な
い

　
と
こ
ろ
は
、
ぜ
ひ
秋
の
大
掃
除
は
実

　
施
し
て
く
だ
さ
い
。
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主
人
の
転
勤
と
共
に
、
日
向
市
に
参

り
ま
し
て
早
や
三
ヵ
月
。
来
た
当
時
の

心
細
さ
は
ど
こ
へ
や
ら
、
す
っ
か
り
こ

の
ご
ろ
は
日
向
市
の
す
て
き
さ
に
魅
了

さ
れ
て
い
る
わ
た
し
で
す
，

荷
物
の
整
理
も
ひ
と
と
お
り
終
り
、
ア

パ
ー
不
の
人
た
ち
と
も
馴
れ
、
よ
う
や

く
ま
わ
り
を
な
が
め
る
余
裕
が
で
き
た

と
き
、
こ
の
風
光
明
び
な
日
向
市
の
存

在
が
、
長
い
あ
い
だ
住
み
な
れ
た
山
形

を
離
れ
た
と
い
う
さ
び
し
さ
を
い
っ
ぺ

ん
に
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ア
パ
ー
ト
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
な
が
め

る
海
は
青
く
、
そ
し
て
と
き
に
は
白
く

ぐ
っ
と
わ
た
し
を
ひ
き
つ
け
、
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
海
を
見
な
が
ら
生
活
す
る
の

が
夢
だ
っ
た
わ
た
し
に
と
う
て
、
な
ん

と
も
い
え
な
い
充
足
感
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。

市
内
圓
知
屋
鉄
興
社
ア
パ
ー
ト

　
　
　
岩
田
清
子
（
主
婦
）

朝
は
小
鳥
の
さ
え
ず
り
、
夜
は
虫
の
声

と
、
こ
こ
に
あ
る
の
は
自
然
そ
の
も
の

な
の
で
す
。

　
ま
允
日
向
市
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う

に
そ
び
え
立
つ
仏
舎
利
塔
も
完
成
し
仁

と
か
、
こ
の
市
に
つ
い
て
一
番
早
く
目

に
つ
い
た
の
は
や
は
り
こ
の
仏
舎
利
塔

だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
．

そ
れ
だ
け
に
こ
の
仏
舎
利
塔
と
日
向
市

を
結
び
つ
け
、
強
く
こ
の
市
を
印
象
づ

け
、
大
い
に
P
R
す
る
こ
と
も
日
向
市

民
と
な
っ
た
わ
た
し
た
ち
の
っ
と
め
で

あ
る
と
も
思
う
の
で
す
。

　
実
際
、
わ
た
し
は
毎
日
の
よ
う
に
だ

す
故
郷
へ
の
手
紙
に
は
、
こ
の
素
敵
な

日
向
市
を
教
え
る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ

て
は
い
な
い
の
で
す
。

　
い
つ
の
日
か
こ
の
地
を
あ
と
に
す
る

日
も
あ
る
だ
ろ
う
わ
た
し
に
と
っ
て
は

毎
日
毎
日
が
大
切
に
思
え
て
な
ら
な
い

の
で
す
。

い
き
づ
ま
る
接
戦
・

　
　
P
T
A
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
先
生
と
父
兄
、
地
域
住
民
の
親
睦
を

深
め
よ
う
と
い
う
、
P
T
A
（
校
区
別
）

対
抗
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
九
月
六

日
の
日
曜
日
に
、
富
小
体
育
館
と
日
向

中
体
育
館
の
両
会
場
で
開
か
れ
ま
し
た

　
こ
の
大
会
に
出
場
し
た
チ
ー
ム
は
、

各
校
区
別
に
行
な
っ
た
予
選
会
を
勝
ち

抜
い
て
き
た
強
豪
ば
か
り
の
十
三
チ
ー

ム
で
、
接
戦
の
す
え
つ
ぎ
の
チ
ー
ム
が

優
勝
し
ま
し
た
。

　
優
勝
　
細
島
小
学
校
チ
ー
ム

　
上
位
日
向
中
学
校
チ
ー
ム

　
三
位
　
富
盛
小
学
校
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
旺
　
　
　
　
　
“
〉
．

　
　
　
　
　
　
　
壬
丁
　
　
　
力

日
ご
ろ
の
ワ
ザ
を
競
う

　
　
　
　
消
防
操
法
訓
練
大
会

　
県
消
防
協
会
日
向
支
部
の
消
防
操
法

大
会
が
、
さ
る
九
月
六
日
、
市
役
所
前

広
場
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
東
郷
、
南
郷
、
西
郷

諸
塚
、
椎
葉
、
日
向
か
ら
選
抜
さ
れ
た

十
一
隊
が
参
加
し
、
日
ご
ろ
訓
練
し
た

消
防
操
法
の
わ
ざ
を
競
い
ま
し
た
。
‘

　
な
お
審
査
の
結
果
、
自
動
車
ポ
ン
プ

操
法
の
部
で
一
位
に
日
向
市
消
防
団
第

五
部
、
二
位
に
同
一
部
、
可
搬
動
力
ポ

ン
プ
の
部
で
一
日
目
諸
塚
村
消
防
団
第

十
二
部
、
二
位
に
同
四
部
と
椎
葉
村
第

五
部
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

仏
舎
　
　
塔
　
　
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
日
向
名
所
の
ひ
と
つ
に

　
市
内
櫛
の
山
に
仏
舎
利
塔
が
完
成
、
さ
る
八
月
十
二
日
に
落
慶

式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
塔
は
法
華
宗
日
本
山
、
妙
法
寺
の

石
元
妙
眼
さ
ん
が
尼
僧
の
一
念
を
こ
め
て
四
年
半
か
か
っ
て
建
設

し
た
も
の
で
、
塔
の
直
径
は
こ
十
六
醤
嘱
高
さ
は
九
輪
も
含
め
て

三
十
二
綴
。
標
高
百
二
十
耕
の
櫛
の
山
山
頂
に
そ
び
え
、
国
道
、

鉄
道
か
ら
も
よ
く
見
え
、
山
頂
ま
で
自
動
車
で
あ
が
れ
る
の
で
日

向
市
の
一
つ
の
名
所
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
南
を
し
の
ぐ
海
岸
美

　
　
　
　
灯
台
線
近
く
完
成

　
陸
上
自
衛
隊
第
三
〇
五
地
区
施
設
像

（
都
城
）
の
手
で
す
す
め
ら
れ
て
い
る

御
越
ケ
浦
～
灯
台
線
が
ほ
ぼ
完
成
し
ま

し
た
。
こ
の
道
路
は
七
月
一
日
か
ら
工

事
を
行
な
っ
て
い
た
も
の
で
、
御
鉾
ケ

浦
か
ら
細
島
灯
台
ま
で
の
延
長
二
千
耕

巾
員
自
訴
で
、
道
路
か
ら
見
下
す
細
島

岬
の
海
岸
美
は
と
く
に
す
ば
ら
し
く
、

関
係
者
も
「
日
南
を
し
の
ぐ
美
し
さ
だ

こ
れ
な
ら
観
光
名
所
と
し
て
十
分
売
り

だ
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
期
待
を
よ
せ

て
い
ま
す
。

芳
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牛
・
馬
は
一
頭
ま
で

　
特
別
清
掃
地
区
内
で
飼
育
制
限

　
清
掃
法
に
よ
っ
て
、
日
向
市
内
で
も

特
別
清
掃
地
域
が
も
う
け
て
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
中
で
、
さ
ら
に
つ
ぎ
の
区
域

が
「
へ
い
獣
処
理
場
之
に
関
す
る
法

律
」
の
適
用
を
受
け
る
区
域
と
し
て
県

か
ら
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
ん
ど
指
定
区
域
内
で
動
物
を
飼
育

収
容
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
頭
数
に
制

限
が
も
う
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
つ
ぎ

に
か
か
げ
る
頭
数
以
上
の
動
物
を
飼
育

　
　
　
　
　
　
十
月
一
日
は

．
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
必
ず
届
け

で
て
許
可
を
受
け
て
か
ら
飼
育
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
に
、
制
限
頭
数

を
こ
え
て
飼
育
、
収
容
し
て
い
る
場
合

は
、
届
け
出
だ
け
で
許
可
と
み
な
さ
れ

ま
す
。

＊
動
物
の
種
類
と
飼
育
制
限
頭
数
は
、

　
．
牛
・
馬
・
豚
は
一
頭
ま
で
。
め
ん
羊

　
や
ぎ
は
四
頭
ま
で
。
犬
は
十
匹
ま
で

　
　
に
は
と
り
は
百
羽
ま
で
（
た
だ
し
三

十
日
未
満
の
ヒ
ナ
を
除
き
ま
す
）
。
あ

ひ
る
は
五
十
羽
ま
で
（
三
十
日
未
満
の

　
ヒ
ナ
は
除
き
ま
す
）
で
す
。

＊
指
定
さ
れ
た
区
域
は

　
北
町
、
都
町
、
上
町
、
本
町
、
中
町

南
町
、
申
央
、
東
草
場
、
西
草
場
、
花

　
ケ
丘
、
高
見
橋
通
り
、
中
原
、
新
当
市
．

　
原
町
一
丁
目
～
同
四
丁
目
。
鶴
町
一
丁

目
～
同
三
丁
目
、
下
原
町
、
江
良
、
公

　
園
通
り
、
亀
崎
南
、
山
下
、
往
還
、
松
．

「
法
の
日
」

無
料
法
律
相
談
所
も
開
設

　
十
月
一
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。

法
の
尊
重
と
基
本
的
人
権
の
よ
う
護
、

そ
し
て
社
会
秩
序
の
確
立
の
精
神
を
た

か
め
る
た
め
の
日
と
し
て
昭
和
三
十
五

年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、
身
の
ま
わ
り
に
起

こ
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
法
に

無
関
心
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
交
通
事
故
、
違
法
建
築
、
金
銭
の
貸

借
、
家
内
の
問
題
な
ど
。

解
決
の
方
法
や
手
つ
づ
き
が
わ
か
ら
な

い
ま
ま
日
が
た
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
問

題
に
よ
っ
て
は
不
利
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
日
か
ら
一
週
間
、
　
「
法
の
日
週

間
」
が
実
施
さ
れ
、
・
全
国
、
各
地
方
裁

判
所
所
在
地
の
、
法
の
日
実
施
委
員
会

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
講
演
会
や
無
料
法
律

相
談
会
を
催
し
ま
す
。

　
日
向
市
で
も
、
日
向
簡
易
裁
判
所
、

弁
護
士
会
、
出
定
委
員
、
検
察
庁
な
ど

が
主
体
に
な
っ
て
、
つ
ぎ
の
と
お
り

「
無
料
法
律
相
談
所
」
を
開
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
〃
権
利
の
上
に
眠
る
も
の
は
権
利
を

失
う
〃
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。

む
ず
か
し
い
世
の
中
で
す
が
、
法
治
国

家
の
わ
が
国
で
は
、
法
を
守
る
国
民
の

人
権
は
、
法
が
ち
ゃ
ん
と
守
っ
て
く
れ

ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
問
題
を
か
か
え
て
お
困
り

の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。
き
っ
と
解
決
の
糸
口
が
み
つ
か

る
は
ず
で
す
。

＊
無
料
法
律
相
談
日
“
十
月
一
日

＊
時
間
“
十
時
か
ら
四
時
ま
で

＊
場
所
1
1
日
向
市
社
会
福
祉
会
館

　
　
　
　
「
　
　
　
r

原
、
比
良
、
高
砂
、
清
正
、
吉
野
川
、

地
蔵
、
八
坂
、
庄
手
向
、
八
幡
、
高
々

谷
、
伊
勢
、
宮
ノ
上
、
美
々
津
上
町
一

と
二
、
同
中
町
、
同
下
町
、
同
新
町
、

石
軽
量
、
南
、
平
岩
笹
野
東
、
同
中
、

同
西
、
幸
脇
東
、
桑
中
、
同
西
の
区
域

で
す
。

　
以
上
の
区
域
内
で
制
限
頭
数
を
こ
え

て
飼
育
、
ま
た
こ
れ
か
ら
飼
育
し
よ
う

と
思
わ
れ
る
方
は
、
日
向
保
健
所
に
届

け
で
て
必
ず
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い

　
な
お
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
市
役
所
衛
生
課
、
ま
た
は
保

健
所
に
お
た
だ
ね
く
だ
さ
い
。

放
し
飼
い
は
捕
か
く
し
ま
す

　
九
月
一
日
が
ら
三
十
日
ま
で
全
国
一

せ
い
に
「
野
犬
一
掃
運
動
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
人
や
家
畜
、
ま
た
農
作
物
に
与
え
る

犬
の
被
害
は
年
ご
と
に
増
え
、
い
ま
大

き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
野
犬
一
掃
運
動
」
は
、
こ
う

し
た
犬
に
よ
る
被
害
を
な
く
す
た
め
に

徹
底
し
た
野
犬
狩
り
を
行
な
う
一
方
、

野
犬
化
防
止
の
た
め
の
正
し
い
犬
の
飼

い
方
の
指
導
を
は
か
っ
て
、
犬
に
対
す

る
国
民
の
不
安
を
な
く
す
た
め
に
行
な

わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
期
間
中
は
、
県
内
を
三
つ
の
班
に
分

け
、
捕
か
く
技
術
員
を
ふ
や
し
て
捕
か

く
器
（
ワ
ナ
）
．
、
一
般
捕
か
く
器
（
ワ

サ
）
に
よ
る
野
犬
、
な
ら
び
に
放
し
飼

い
犬
の
徹
底
し
た
捕
か
く
を
行
な
い
ま

す
。

　
県
の
「
犬
取
締
り
条
例
」
で
は
、
、
犬

は
ク
サ
リ
な
ど
で
必
ず
つ
な
い
で
飼
育

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

　
た
と
え
登
録
ず
み
の
犬
で
も
、
こ
ん

ご
放
し
飼
い
の
犬
は
す
べ
て
捕
か
く
し

ま
す
の
で
必
．
ず
つ
な
い
で
飼
う
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
不
用
犬
の
買
い
上
げ
も
行
な
っ

て
い
ま
す
。
い
う
な
く
な
っ
た
犬
は
野

山
に
す
て
な
い
で
、
保
健
所
へ
つ
れ
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。

文
化
功
労
者
の
こ
推
せ
ん
を

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
第
三
回
（
昭

和
四
十
五
年
度
）
日
向
市
文
化
功
労

（
候
補
）
者
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　
日
向
市
の
文
化
の
発
展
と
文
化
水
準

の
向
上
に
つ
く
さ
れ
た
、
み
な
さ
ん
の

お
知
り
合
い
の
方
を
ぜ
ひ
ご
推
せ
ん
く

だ
さ
い
。

＊
対
象
“
日
向
市
の
文
化
向
上
発
展
に

　
と
く
に
功
績
の
あ
っ
た
人

＊
授
賞
1
1
学
術
、
芸
術
、
技
術
、
体
育

　
一
般
文
化
の
五
部
門
で
、
自
治
功
労

　
は
含
み
ま
せ
ん

＊
授
賞
期
日
闘
十
一
月
三
日
文
化
の
日

＊
推
せ
ん
書
し
め
切
り
日
”
十
月
九
日

　
当
日
消
印
有
効

＊
授
賞
者
の
決
定
1
1
推
せ
ん
さ
れ
た
候

　
補
者
の
中
か
ら
「
日
向
市
文
化
功
労

　
者
顕
彰
条
例
」
に
よ
る
選
考
審
査
会

　
の
議
を
経
て
市
教
育
委
員
会
が
決
定

　
し
ま
す
。

　
選
挙
の
標
語
募
集

　
明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進
全
国
協
議

会
は
、
来
年
四
月
に
行
な
わ
れ
る
統
一

地
方
選
挙
の
ム
ー
ド
を
盛
り
あ
げ
、
国

民
の
関
心
を
高
め
よ
う
と
、
一
般
か
ら

「
統
一
地
方
選
挙
の
標
語
」
を
募
集
し

て
い
塗
す
。
応
募
標
語
は
自
作
、
未
発

表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

＊
締
め
切
り
1
1
十
月
三
十
一
日
（
官
製

　
は
が
き
一
枚
に
一
句
を
記
載
し
、
一

　
人
二
枚
ま
で
と
し
ま
す
）

＊
送
り
先
”
東
京
都
千
代
田
区
平
河
町

　
ニ
ノ
六
、
明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進

　
協
議
会
あ
て
。

発
表
は
十
二
月
中
旬
ご
ろ
で
、
入
選
者

に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
一
等
三
万
円
（
一
人
）

ご
等
一
万
円
（
三
人
）
、
三
等
日
干
円

　
（
三
十
人
）
、
佳
作
（
若
干
名
）
に
は

記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
犬
の
去
勢
手
術
を

　
愛
犬
家
の
み
な
さ
ん
、
あ
な
た
の
犬
・

に
去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

去
勢
手
術
を
し
ま
す
。

①
犬
の
性
質
が
お
と
な
し
く
な
り
、
飼

　
い
や
す
く
な
り
ま
す
。

②
発
情
期
に
近
所
の
犬
が
群
が
っ
た
り

　
さ
わ
い
だ
り
し
な
く
な
り
ま
す
。

③
お
産
の
と
き
の
心
配
や
わ
ず
ら
わ
し

　
き
が
な
く
な
り
ま
す
。

　
手
術
料
は
県
と
三
二
医
師
会
が
一
部

助
成
し
ま
す
の
で
、
個
人
の
負
担
は
六

百
五
十
円
で
す
み
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
市
役
所
衛
生
課
ま
で
。

電
話
、
は
が
き
な
ど
で
結
構
で
す
。

あ
る
程
度
申
し
込
み
者
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
ら
、
個
人
あ
て
に
手
術
の
実
施
場

所
と
日
時
を
ご
連
書
い
た
し
ま
す
。

　
し
尿
く
み
と
り
は

　
　
　
五
三
〇
五
・
五
三
〇
六

　
し
尿
く
み
と
り
希
望
の
電
話
が
一
日

の
内
に
数
回
、
市
役
所
衛
生
課
の
方
に

か
か
っ
て
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
・
．

　
く
み
と
り
は
、
日
向
衛
生
公
社
（
電

話
五
三
〇
五
、
五
三
〇
六
番
）
で
す
か

ら
お
間
違
い
に
な
ら
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
お
宅
を
お
た
ね
ず
や
す
い
目

じ
る
し
（
0
0
商
店
横
な
ど
）
も
お
教

え
く
だ
さ
い
。

凋鵬㈱人口㎜一
　　　（9月1日現在）

　男　22．942人前雪転亀

　女25．438人93人増：

計48・380人151人増i

世帯数　　　　　　　i
　　12．54雌帯鵬28増i

　　　　　　　　　　　　1

貯
．
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